
認知能力の育成を学校活動の中で意識化し、生徒自らが考え、判断し、行動できる
ような環境を構成する取組は、群馬県においても既に多くの実践が行われています。

それらの実践を収集し、取組のポイントを整理しました。
この事例を児童生徒や学校の実態に合わせてアレンジしたり、参考に新たな取組を検討

したりして活用してください。実践に入る前には、目的を確認し、校内や学年、分掌等の
中で目線合わせをしましょう。

非

指定校等実践事例1

１．指定校等実践事例

1.学校運営・体制づくり
      01 教職員の共通理解（主体性を高める取組とは）

02 教職員の共通理解（スクールポリシー）
03 教職員の共通理解（グランドデザインの見直し）
・
・

2.教科指導・授業改善
      01 非認知能力を高めエージェンシーを発揮できる授業
      02 各教科での授業改善
        ・

・

3.総合的な学習（探究）の時間等
      01 学校の枠を超える申請型フィールドワーク
      02 
        ・

・

4.特別活動等
      01 生徒が自由に活動できるAgency Day
      02 図書委員会企画・運営のブックフェス
        ・

・

５.評価（アセスメント）
      01 アンケートによる生徒の変容把握
      02 行動指標による取組の意識化と改善
        ・

・

構成イメージ
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１．指定校等実践事例

実践事例一覧

学校運営・体制づくり

1 A1 教職員の共通理解（主体性を高める取組とは）

A2 教職員の共通理解（スクールポリシー）

A3 教職員の共通理解（グランドデザインの見直し）

A4 教職員の共通理解（生徒アンケートによる実態把握）

A5 教職員の共通理解（取組の振り返り）

07

B1 教職員の挑戦を後押しする学校づくり（最上位目標の設定）

B2 教職員の挑戦を後押しする学校づくり（具体的な取組の決定）

B3 教職員の挑戦を後押しする学校づくり（校内研修）
B4 安心した学校づくり（複数担任制）

C1 生徒に時間を返す９つの具体的取組
D1 目指す生徒像づくり【学校運営、校内研修、指定校１年目】
D2 目指す生徒像に向けた取組【校内研修、学校生活、指定校１年目】
E1 めざす具体的な姿の共通理解【校内研修、授業改善、具体的な姿】
F1 教職員の共通理解【学校運営、義務教育学校準備、行動指標】

F2 教職員の共通理解【学校運営、義務教育学校準備、行動指標】

教科指導・授業改善

2 01 非認知能力を高めエージェンシーを発揮できる授業

02 各教科での授業改善【校内研修、授業改善、具体的な姿】

03

04

05

06

07

08

09

10

総合的な学習（探究）の時間等

3 01 学校の枠を超える申請型フィールドワーク

02

03

04

05

06

07

08

09

10

特別活動等

4 01 生徒が自由に活動できるAgency Day

02 生徒主導による校則の見直し

03 図書委員会企画・運営のブックフェス

04

05

06

07

08

09

10

09

10

評価 （アセスメント）

5 01 アンケートによる生徒の変容把握

02 行動指標による取組の意識化と改善

03 アンケートによる評価【評価、義務教育学校準備、指定校２年目】

04

05

作成予定

作成予定

作成予定

作成予定

指定校Aの実践を参考

指定校Bの実践を参考

その他,学校運営・体制づくり

さらに追加予定



教職員の共通理解（主体性を高める取組とは）1-A1

生徒の主体性を高める取組を検討、計画する

取組のねらい

○これまでの教育を否定したり、突然の大改革とならないように、
以下のことを前提とした上で、職員会議等にて意見交換
・「無理な改革はしない」
・「できる部分から徐々に始める」
・「慌てず来年度からできる取組を考える」
・「継続して議論していく必要がある取組でも構わない」

○すぐに取り組めること（例）
・「生徒の主体性を育てる授業」作り
※講義形式の一斉指導だけで、生徒の主体性を高めることは難
しい。ではどのようにすればよいかを教員それぞれが考える。

○検討に時間を要すること
・「校則の見直し」の機会を生徒へ
※校則に基づく教員からの指導ではなく、生活委員会、生徒会、
有志の生徒を中心とした見直しができるようにしていく。

「無理な」第１回生徒アンケートの実施 （４月下旬～５月上旬回答）

○アンケートの回答は任意
○質問項目（例）
・「あなたは『非認知能力』とはどういった能力なのか、自

分なりに説明できますか」
・「自分で考え、判断し、行動できる力」について、現時点

ででのあなたの自己評価をしてください（５段階）。

取組の内容

・どうすれば生徒の主体性を高めることができるか。
・どうすれば生徒の当事者意識を高めることができるか。

課題感

工夫のポイント 成果 課題

育成への取組（学校運営）

Ｐ

これまでの教育を否定しない。むしろ今までの取組の中にもた
くさん生徒の主体性を高めることがあることを確認する。
すでに成果のある取組を確認することで、主体性を高める取組
の共通点に気付くことができた。
「生徒の主体性を高める取組にはどのような工夫が必要か」と
いう新たな視点で教育を振り返ることができるようになった。

Ｐ

ＣＡ

Point Challenge

Ａ

所感・振り返り

・何から始めればよいか不安があったが、トップダウンで大きな
改革を行うのではなく、教員同士が日々の教育活動を振り返るこ
とから始めたことで無理なく目線合わせができた。

重視した非認知能力

向上心

創造性

実践事例

Ａ

１．指定校等実践事例

批判的思考力

2-01
※

※

4-01
※

※

Achievement



教職員の共通理解（スクール・ポリシー）1-A2

目指すべき学校像を明確にしたスクール・ポリシーの策定

取組のねらい

群馬県立高等学校のスクール・ミッションの確認
（県立高等学校や中等教育学校の存在意義や期待されている社会的役割、目指すべき

学校像について）

スクール・ポリシー『３つの方針』の検討
（スクール・ミッション及び既存のグランドデザインを踏まえ、原案を作成）

・グラデュエーション・ポリシー（GP）
卒業するまでにこのような力を身に付けられる学校です

・カリキュラム・ポリシー（CP）
このような学びの場を提供する学校です

・アドミッション・ポリシー（AP）
このような皆さんを待っている学校です

スクール・ポリシー決定

取組の内容

生徒、教員等はどのくらいスクール・ポリシーを理解し
てるのだろうか。

課題感

工夫のポイント 成果 課題

育成への取組（学校運営）

Ｐ

スクール・ポリシーの中で自律した学習者を育むことを目指す
学校であることを示した。
スクール・ポリシーの策定を通して、教員それぞれが漠然と
持っていた目指すべき学校像について意識合わせができた。
また、生徒・教員間においても共通理解が図られた。

Ｐ

ＣＡ

Point Challenge

Ａ

所感・振り返り

スクール・ミッションや既存のグランドデザインを確認し、学
校の存在意義や社会的役割を考えることで、スクール・ポリシー
策定の検討が建設的に進められた。

重視した非認知能力

協調性

目的意識

責任感

実践事例

１．指定校等実践事例

Achievement



教職員の共通理解（グランドデザインの見直し）1-A3

グランドデザインとスクール・ポリシーの整理

取組のねらい

【現状】
2020年度 グランドデザイン策定
2024年度 スクール・ポリシー策定
であったため、目指す生徒の姿や学校像などをそれぞれが示してお
り、ダブルスタンダードになっている。

【変更（一本化）】
・グランドデザインの年次見直しのタイミングで検討。
・新たに策定されたスクール・ポリシーをグランドデザインに取り
込み一本化した。

・生徒、教員、保護者、地域、受験生にとって「この学校はどうい
う学校か」といった特徴を一枚で分かるようにした。

取組の内容

グランドデザインとスクール・ポリシーには、同じ内容
が含まれているため、理解のしやすい整理が必要である。

課題感

工夫のポイント 成果 課題

育成への取組（学校運営）

Ｐ

グランドデザインの見直しのタイミングでスクール・ポリシー
と合わせて一本化した。
ダブルスタンダードとなっていた目指すべき学校像を整理し
１つにまとめることできた。
学校関係者に対して、学校の特徴を理解しやすく示すことがで
きた。

Ｐ

ＣＡ

Point Challenge

スクール・ポリシー策定の議論をしていたため、グランドデザイ
ンとの整合性をスムーズに図ることができた。今後も年度ごとに
見直しすることで形骸化させることなく活用していきたい。

所感・振り返り

重視した非認知能力

創造性

目的意識

批判的思考

実践事例

Ａ

１．指定校等実践事例

Ａ

1-02
※

Achievement



教職員の共通理解（生徒アンケートによる実態把握）1-A4

非認知能力について生徒の理解度や実態を知る

取組のねらい

第１回生徒アンケートの実施 （４月下旬～５月上旬回答）

○アンケートの回答は任意
○質問項目（例）
・「あなたは『非認知能力』とはどういった能力なのか、自

分なりに説明できますか」
・「自分で考え、判断し、行動できる力」について、現時点

ででのあなたの自己評価をしてください（５段階）。
第１回アンケート結果報告（５月下旬）

※教師による考察、コメントとともに報告
第２回生徒アンケート（任意）の実施 （11月下旬～12月中旬回答）

第２回アンケート結果報告（１月下旬）

↓
主体性を高める取組※を点検する際の資料とする。

取組の内容

・生徒は非認知能力を理解しているのだろうか。また、
自分の非認知能力をどのようにとらえているのだろうか。

課題感

工夫のポイント 成果 課題

育成への取組（学校運営）

Ｐ

生徒の負担を考え、アンケートの回答を任意とした。
生徒が非認知能力をどのようにとらえているかを知ることがで
きた。また、非認知能力に関する生徒の関心が高まった。
次年度の学校教育活動（特に、主体性を高める取組）を検討、
計画する際の資料とすることができた。

Ｐ

ＣＡ

Point Challenge

Ａ

所感・振り返り

・生徒の非認知能力の理解度や実態を知るなかで、授業や部活動、
学校行事などで非認知能力を高めることができていると考えてい
る生徒が多いことが分かった。

重視した非認知能力

向上心

共感力

傾聴力

実践事例

Ａ

1-01
※

１．指定校等実践事例

Achievement



教職員の共通理解（取組の振り返り）1-A5

主体性を高める教育活動を点検し、よりよくする

取組のねらい

生徒アンケート※の結果をもとに取組の検証
↓

令和７年度 主体性を高める12項目（素案）作成
↓

職員会議にて決定（２月）

（例）
① 生徒の『主体性』を育成する『授業改善』
⑤ 生徒の『自由度の高い時間の有効活用』を支援する『進路指導』
⑧ 生徒主体の『ルールメイキング』への挑戦
⑩ 生徒の主体性を発揮できる『学校行事』の設定
⑪ 生徒の主体性を発揮できる『部活動』の設定
⑫ 生徒の主体性を発揮できる『環境』の設定
↓

生徒・保護者へ通知

取組の内容

・今年度の主体性を高める取組の振り返りが必要である。
・次年度はさらによい取組をしていきたい。

課題感

工夫のポイント 成果 課題

育成への取組（学校運営）

Ｐ

生徒アンケートの結果から次年度の方向性を検討した。
項目を「教科指導」「進路指導」「生徒指導」「特別活動」の
４つについて具体化した。
１年間の取組と生徒の実態や変化を踏まえると、次年度に特に
重点的に取り組みたいことが見えてきた。

Ｐ

ＣＡ

Point Challenge

所感・振り返り

・生徒の実態は毎年異なるため、生徒アンケートを基に職員の共
通理解を図り、項目を設定することができたことで、次年度の方
向性について納得感が得られた。

重視した非認知能力

創造性

協調性

批判的思考

実践事例

Ａ

1-01
※

Ｐ

１．指定校等実践事例

4-02
※

2-01
※

4-03

Achievement



教職員の挑戦を後押しする学校づくり（最上位目標の設定）

全教職員が当事者意識をもてるようにする

取組のねらい

（指定校１年目 準備段階）

・年度始め、学校経営構想図で
「教職員も生徒も挑戦！

～イノベーションを起こせ大作戦～」を校長が提示
⇒先生方が挑戦を楽しむ学校風土の醸成

・夏期休業中、先生方全員が、生徒をさらに良くするために
どのような力を伸ばせばよいかを考える。
（生徒の長所、伸ばしたい力、手立て）
⇒先生方の当事者意識の醸成

・２学期始め、学校の最上位目標の決定
『夢や目標をもち、実現に向けて自ら行動できる生徒』
３つの重点 「自律する力」「つながり」「グリット」
⇒先生方全員でつくったという当事者意識と共通理解をもつ

取組の内容

・新しい取組に挑戦することに慣れていない教職員
・生徒が変わるために、まず教職員の意識改革が必要

課題感

工夫のポイント 成果 課題

育成への取組（学校運営）

Ｐ

指定校１年目、実践準備段階の取組。管理職のトップダウンで
はなくボトムアップにするための意識改革
教職員の取組で学校が変わっていくことが実感できることで、
教職員の当事者意識の向上
学校の目指す方向性の共通理解

Ｐ

ＣＡ

Point Achievement Challenge

Ａ

所感・振り返り

・指定校１年目の取組。教職員の共通理解を図り、全教職員が当
事者意識をもつことが大切。意見を言いやすい学校風土、安心感
のある職員室の雰囲気を普段からつくっていくことも大切

重視した非認知能力

つながり

自律する力

グリット

Ａ

1-B1

実践事例

１．指定校等実践事例



教職員の挑戦を後押しする学校づくり（最上位目標の設定）1-B1

育成への取組（学校運営）
実践事例

参考資料

＜夏休み先生方へのアンケート内容＞
1. 現在の 中の生徒の長所・よい点は何だと思いますか？
2. 中の生徒をさらに成長させるためには、これからどのような力を
付ければ（能力を伸ばせば）よいと思いますか？

3. 長所をさらに伸ばすには、もしくはさらに成長させるために必要な
力を付けるためには、２・３学期に、どのようなことに取り組めば
よいと思いますか？そして、２・３学期に、自分が提案、実践（挑
戦）することを念頭に置いて、できるだけ具体的に書いてみてくだ
さい。１つでなくてもよいです。（学年や学校で、総合や特別活動
で、学校行事で、委員会で、個人の授業で、分掌で・・・等）

１．指定校等実践事例



1-02

（参考資料）

教職員の挑戦を後押しする学校づくり（具体的な取組の決定）1-B2

参考資料

育成への取組（学校運営）
実践事例

１．指定校等実践事例



教職員の挑戦を後押しする学校づくり（校内研修）1-B3

教職員が自ら挑戦できる校内研修づくり

取組のねらい

（指定校２年目）

・学校の最上位目標の達成に向け、それぞれの教員が考えた取組
を研修、実践できる校内研修の組織作り。

・６つのチームによる挑戦。年間を通して、各チームで考えた研
修内容を実践。各チームで実践の成果をまとめ全体で共有。
複数担任制･･･複数担任制による、学級・学年経営
生徒会（全校学活）･･･生徒会活動と連携した全校学活
生徒会（行事）･･･生徒全員が主体的に取り組める行事
総合的な学習の時間･･･探求活動をメインにした旅行型行事
道徳･･･全校・縦割り道徳
教科･･･生徒が学習計画を立てる自律した学習

・その他の必要な研修はテーマ外研修として実施
特別支援教育、教育相談、ＡＥＤ講習

取組の内容

・新しい取組に挑戦することに慣れていない教職員
・生徒が変わるために、まず教職員の意識改革が必要

課題感

工夫のポイント 成果 課題

育成への取組（学校運営）

Ｐ

教職員の主体的な取組を引き出す体制づくり。それぞれの得意
な分野で研修や学校運営に挑戦。
教職員の研修への主体的な取組。
ベテラン、若手がそれぞれの得意分野を活かし、互いに学び合
う教職員集団。

Ｐ

ＣＡ

Point Challenge

Ａ

所感・振り返り

・管理職からのトップダウンではなく、教職員一人一人が当事者
意識をもち、自分で考えて校内研修に参画する体制をつくったこ
とで、活発な取組の様子が見られている。

重視した非認知能力

つながり

自律する力

グリット

実践事例

Ａ

１．指定校等実践事例

Achievement



1-B4

参考資料

教職員の挑戦を後押しする学校づくり（校内研修）1-B3

育成への取組（学校運営）
実践事例

１．指定校等実践事例



安心した学校づくり（複数担任制）1-B4

生徒を複数の教師で多角的にみとる

取組のねらい

（指定校２年目 複数担任制１年目）

（実践概要）
・入学式から５月高原学校まで、担任を固定し、新１年生が中学
校に慣れ、学校生活が安定するようにする

・５月高原学校終了後から１週間ローテで担任を変更
※クラス担当６人＋主任で実施

・日直、清掃等の当番活動、掲示物等を学年で統一
・生徒主体の活動の充実
※評議や委員会でクラス課題、学年課題を話し合う場の設定

・生徒がどの教員にも相談できる体制づくり
※三者面談は、面談する教員や希望日を、生徒と保護者が決定

取組の内容

・１学級１担任制の改革推進
・個の生徒に応じた支援の一層の充実

課題感

工夫のポイント 成果 課題

育成への取組（学校運営）

Ｐ

導入前からの準備と教職員の共通理解が大切。教職員の情報交
換を密に行うことが大切。
複数担任制を導入することで、担任依存が弱まり、生徒の主体
性や自律する力が向上。
生徒は様々な教員と関わることで相談できる対象が増え、安定
した学校生活を送ることができている。

Ｐ

ＣＡ

Point Challenge

Ａ

所感・振り返り

・これまでの学級担任の意識から、学年全体が自分のクラスと
いった教職員の意識改革が大切。学年経営や生徒情報等について、
学年団での効果的な情報交換の手段を構築することも大切。

重視した非認知能力

つながり

自律する力

グリット

実践事例

Ａ

１年生（４クラス）で実施
実践を記録し、課題と改善案をまとめ、次年度につなげる

１．指定校等実践事例

Achievement



1-03

参考資料

安心した学校づくり（複数担任制）1-B4

育成への取組（学校運営）
実践事例

１．指定校等実践事例



生徒に時間を返す９つの具体的取組1-C1

生徒の主体性を高めるため、生徒に時間を返す。

取組のねらい

○カリキュラム・マネジメントの視点からすべての教員に加え、
生徒や保護者、同窓会が一緒に考え作成。作成後も見直しを図
り、改善を目指す。（令和６年２月時点）
１．Ａタイム (Agency Time) の実施
２．長期休業期間等における個別最適な学習支援
３．チーム担任制の試行
４．定期考査、土曜講座、模試等の見直しによる「学び」の時

間の確保
５．総合的な探究の時間の充実
６．生徒から構成される「ＳＡＨ委員会」からの提案・実践
７．開校記念式典の実施方法の見直し
８．生徒主体の修学旅行実施の検討
９．ＳＡＨの取組の趣旨の周知・徹底、評価・改善

取組の内容

・生徒が挑戦する気持ちを忘れずに、自らの成長のため、
主体的に行動して欲しい。

課題感

工夫のポイント 成果 課題

育成への取組（学校運営）

Ｐ

決めたことを実行すればすべて上手くいくとは考えず、職員会
議等で見直しを図ることによって継続的な改善を行った。
生徒だけでなく教員の中にも挑戦しようという気持ちが高まり、
１つの考えに対してたくさんの意見が出るようになった。
計画書やリーフレットを作成したことで、学校内外の関係者が
容易に学校の取組を把握することができた。

Ｐ

ＣＡ

Point Challenge

Ａ

所感・振り返り

・意見が分かれた時でも「生徒に時間を返し、自ら考えたり実行
したりする機会や場を設けることで、主体的に成長しようとする
生徒を応援しよう」という共通理解により目線合わせができた。

重視した非認知能力

協働

積極性

実践事例

Ａ

１．指定校等実践事例

向上心

Achievement



目指す生徒像づくり【学校運営、校内研修、指定校１年目】1-D1

全教職員で目指す生徒像を考える

取組のねらい

（指定校１年目 準備段階６月～１０月）

・非認知能力についての校内研修の実施
・本校の生徒の生活面・学習面での良さや課題、生徒に将来に向
けてどのような力を身に付けてほしいかについて、職員にアン
ケートの実施

・先生方の思いを語り合う校内研修の実施（夏期休業中）
①生徒の生活面・学習面の良さ・課題について
②教員が感じる学習指導面・生徒指導面での課題について
③生徒を取り巻く生活環境や校風等の良さや課題について

・生徒アンケートの実施
・これまでの話合い、生徒アンケート等をもとに、「みんなで目
指す生徒像」についての話合い
→目指す生徒像の決定

取組の内容

・指定校事業へ向けて、全職員の共通理解を図る
・全職員が自分事として関われるようにする

課題感

工夫のポイント 成果 課題

育成への取組（学校運営）

Ｐ

指定校１年目、実践準備段階の取組。管理職のトップダウンで
はなく全職員で語り合い、みんなで目指す生徒像を決定。
先生方だけでなく、生徒の思いも大切にしたみんなで目指す生
徒像の作成。
教職員の当事者意識の向上と学校の目指す方向性の共通理解。

Ｐ

ＣＡ

Point Challenge

所感・振り返り

・指定校１年目の取組。教職員の共通理解を図り、全教職員が当
事者意識をもつことが大切。意見を言いやすい学校風土、安心感
のある職員室の雰囲気を普段からつくっていくことも大切。

重視した非認知能力

つながり

自律する力

粘り強さ

実践事例

Ａ

Ｐ

Achievement

１．指定校等実践事例



目指す生徒像づくり【学校運営、校内研修、指定校１年目】1-D1

育成への取組（学校運営）
実践事例

（参考資料）

１．指定校等実践事例



目指す生徒像に向けた取組【校内研修、学校生活、指定校１年目】1-D2

目指す生徒像に向けた取組の実施

取組のねらい

（指定校１年目 準備段階１０月～）

・目指す生徒像について、職員での共通理解を図る。

・授業、校務分掌等で具体的な取組の実施。
①目指す生徒像を意識した授業改善
→重点のポイントや工夫、支援等の内容の記録、共有

②校務分掌での取組
→学校行事の企画（案）にも目指す生徒像を明記
→行事、委員会活動等での生徒の自主的な活動の場面の増加

③エピソードカード（いいとこ探し）への記録
→教員が生徒の姿をエピソードカードに記録して共有
→教職員で共有することで、目指す生徒像の具体的なイメージ
の共有がすすみ、教職員が共通の見取りの感覚をもつ

取組の内容

・授業、各分掌での具体的な取組
・目指す生徒像の具体的なイメージの共有

課題感

工夫のポイント 成果 課題

育成への取組（学校運営）

Ｐ

指定校１年目、実践準備段階の取組。全職員で決定した「目指
す生徒像」に向け、具体的な取組を教員が実施。それぞれの教
員の得意を活かした取組を行う。
目指す生徒の姿を明記し、教職員が共通の意識をもつことで、
見取りや支援の質が向上。

Ｐ

ＣＡ

Point Challenge

所感・振り返り

・指定校１年目の取組。管理職からのトップダウンではなく、教
職員が考え、挑戦し、実践できる体制を構築することが大切。当
事者意識を持つことで教職員の意欲も向上。

重視した非認知能力

つながり

自律する力

粘り強さ

実践事例

Ａ

Achievement

１．指定校等実践事例



目指す生徒像に向けた取組【校内研修、学校生活、指定校１年目】1-D2

育成への取組（学校運営）
実践事例

（参考資料）

②校務分掌での取組

１．指定校等実践事例



めざす具体的な姿の共通理解【校内研修、授業改善、具体的な姿】1-E1

授業改善を通して育成を図る力の共通理解

取組のねらい

（指定校１年目 準備段階）

・目指す児童・生徒像「夢に向かってかがやく子」に向け、学習
場面で身に付けていってほしい力について、認知能力、非認知
能力の両面から全職員で検討。
認知能力 ･･･思考力・判断力・表現力／知識・技能
非認知能力･･･主体的／論理的・計画的・先を見通す／

工夫・調整する／対話・違いを受け入れる／
自分も相手も大切にする／前向き・ねばり強さ／
自分を律する

・学習場面での具体的な生徒の姿の共通理解→「思考を愉しむ」

・「思考を愉しむ」ための鍵の検討（三つのキー）と共通理解
自分なら【主観】／なぜなら【客観】／あなたとなら【対話】

→各教科で三つのキーを取り入れた授業改善の実施

取組の内容

・教職員間での育成を図る力の共通理解が必要
・各教科の教科特性を意識した授業づくり

課題感

工夫のポイント 成果 課題

育成への取組（学校運営）

Ｐ

管理職からのトップダウンではなく、全職員で話し合いながら
進める校内研修。めざす生徒の姿の共通理解。
めざす生徒の姿の話し合いにじっくり時間をとったことで、教
職員の共通理解を図ることができた。
共通事項と、各教科で工夫できる要素の融合。

Ｐ

ＣＡ

Point Challenge

Ａ

所感・振り返り

・中学校で教科指導を行うにあたり、目指す生徒の姿や授業に取
り入れるキーを設定したことで、教科の特性を活かしながら、教
育活動全体で生徒の力を伸ばすことができている。

重視した非認知能力

表現力

主体性

共感力

実践事例

Ａ

Achievement

１．指定校等実践事例



めざす具体的な姿の共通理解【校内研修、授業改善、具体的な姿】1-E1

育成への取組（学校運営）
実践事例

（参考資料）

１．指定校等実践事例



教職員の共通理解【学校運営、義務教育学校準備、行動指標】1-F1

学校教育目標を「自分事」にする

取組のねらい

（義務教育学校 準備段階（５月））

・小学校、中学校の教職員が合同で、学校教育目標（仮）から、
具体的な「児童・生徒の姿」や「行動指標」を考える。

学校教育目標（仮）（令和６年度末の学校運営協議会で協議後、決定）

「自分と向き合う力、自分を高める力、
他者とつながる力を伸ばす川場学園」

・児童・生徒が親しみやすい言葉を使用
①自分と向き合う力→【じっくり】
②自分を高める力 →【ぐんぐん】
③他者とつながる力→【にこにこ】

・アイデアドーナツを使って、小学校、中学校の教職員が合同で
児童・生徒に表れてほしい姿を話し合う。
⇒教職員が話し合うことを重視し、共通理解を図る。

取組の内容

・義務教育学校開校に向け、教職員の自分事の意識
・現在、小学校、中学校に所属する教職員の共通理解

課題感

工夫のポイント 成果 課題

育成への取組（学校運営）

Ｐ

新しい学校の柱となる「児童・生徒の姿」を教職員全員で話し
合い、自分事として考え、取り組む教職員集団の醸成。
学校間、発達段階等による教職員の考え方や思い、指導観の違
いを共有することで、徐々に共通理解が図れてきている。
良好な関係の教職員集団。新しい取組への教職員の意欲。

Ｐ

ＣＡ

Point Challenge

Ａ

所感・振り返り

・まとめることを急がずに、互いの考えや意見を出し合い、共通
理解を図ることを大切にすることで、小学校、中学校、２校の教
職員が自分事として前向きに準備を進めることができている。

重視した非認知能力

自分を高める力

自分と向き合う力

他者とつながる力

実践事例

Ａ

Achievement

１．指定校等実践事例



教職員の共通理解【学校運営、義務教育学校準備、行動指標】1-F1

育成への取組（学校運営）
実践事例

（参考資料）

１．指定校等実践事例



子どもが主役の学校【学校運営、義務教育学校準備、教育課程】1-F2

児童・生徒の思いを大切にした学校づくり

取組のねらい

（義務教育学校 準備段階）

・次年度の義務教育学校開校に向け、３つのブロックで教育課程
についての案を作成。

・（１１月）次年度開校の義務教育学校について、児童・生徒に
説明。
学校教育目標、年間行事 等

「自分と向き合う力【じっくり】、
自分を高める力 【ぐんぐん】、
他者とつながる力【にこにこ】を伸ばす川場学園」

・「どんな学校にしていきたいか」を全員の子どもにアンケート
で記入してもらう。（発達段階に応じたアンケート用紙）

・子どもの声を活かした、学校づくり、教育課程の再検討。

取組の内容

・児童・生徒が主役の学校づくり
・教育課程に子どもの思いを入れる

課題感

工夫のポイント 成果 課題

育成への取組（学校運営）

Ｐ

「子どもが主役」子どもの声を活かした学校づくりや教育課程
の編成。子ども自身が自分達の学校について考える機会。
発達段階に応じてブロックごとに説明をすることで、子どもた
ちが自分事として新しい学校への意欲を高めることができた。
学校教育目標にわかりやすい言葉を使うことで、低学年の児童
が新しい学校へのイメージをもつことができた。

Ｐ

ＣＡ

Point Challenge

Ａ

所感・振り返り

・子どもたちに、どのような学校にしていきたいかを考えてもら
うことで、愛校心や新しい学校への期待を膨らませることができ
た。子どもの発達段階に応じた説明とアンケートも大切。

重視した非認知能力

自分を高める力

自分と向き合う力

他者とつながる力

実践事例

Ａ

Achievement

１．指定校等実践事例



非認知能力を高めエージェンシーを発揮できる授業

授業で非認知能力を高めエージェンシーを発揮できるようにする。

取組のねらい

授業：１年 生物基礎
学習課題：「1日に心臓から送り出される血液量はどのくらい
(何L)だろうか」
AAR※サイクルを用いて以下の手順で行う
※Anticipation（見通し）→Action（実践）→Reflection（振り返り）

①学習課題解決に向けた仮説を立てる
②仮説を検証するための実験計画を立てる
※計画、手順、役割等生徒自身で決める

③実験
※計画どおりに進まない場合の対応なども生徒自身で考える

④結果の考察・まとめ
※他者の考えを聞いたり、自分の考えを述べたりしながら協
働してまとめを行う

⑤報告会

取組の内容

生徒の計画立案力、実行力を育てることができる授業
とはどのようなものだろうか。

課題感

工夫のポイント 成果 課題

育成への取組（教科指導）

Ｐ

生徒が自分達の力で課題解決を目指せるよう段階的に学習支援
を行う。生徒が挑戦できるように心理的安全性を確保する。
生徒自らが実験計画・手順を決めたことで、主体的に活動に取
り組み、協働的に学んでいる姿が見られた。
非認知能力を重視することで教科・科目の目標が薄れてしまわ
ないようにすることが大事である。

Ｐ

ＣＡ

Point Challenge

Ａ

所感・振り返り

授業準備をする際に「この授業を通して非認知能力を高めるこ
とができるか、エージェンシーを発揮する場面が作れるか」を考
えることは、授業づくりの新たな視点となった。

重視した非認知能力

実行力

実践事例

2-01

１．指定校等実践事例

計画立案力

Ｃ

Achievement



各教科での授業改善【校内研修、授業改善、具体的な姿】

各教科の授業改善で重視する力を整理する

取組のねらい

（指定校２年目）

・全教職員で学習場面での具体的なめざす生徒の姿と三つのキー
の共通理解を図る。
「思考を愉しむ」
（三つのキー）
自分なら【主観】･･･自分の思いを表現する活動
なぜなら【客観】･･･判断材料を調べる、探求する活動
あなたとなら【対話】･･･協働的な話合い、発表

・各教科部会で、授業で特に大切にしたいコンピテンシーを検討
し、教科の特性に合った授業改善の実施。
→どの力を伸ばすために、何をするのかを明確にする。
→子どもたちも意識できるような「投げかけ」「問いかけ」
「振り返り」の工夫

取組の内容

・教職員間での育成を図る力の共通理解が必要
・各教科の教科特性を意識した授業づくり

課題感

工夫のポイント 成果 課題

育成への取組（教科指導）

Ｐ ＣＡ

Point Challenge

所感・振り返り

重視した非認知能力

実践事例

2-02

１．指定校等実践事例

Achievement

表現力

主体性

共感力

学校全体でめざす生徒の姿の共通理解を図る。その姿の実現に
向け、各教科で教科の特性を活かした工夫や取組ができるよう
な研究の体制づくり。
それぞれの教職員が、自分事として自分の担当する教科での工
夫を考え、授業改善に取り組むことができた。

Ｐ

Ａ

・学校全体でめざす生徒の姿や授業のキーの共通理解を図った上
で、各教科で工夫する場を設けたことで、教科の特性や教職員の
能力を活かしながら、授業改善を行うことができている。



各教科での授業改善【校内研修、授業改善、具体的な姿】

（参考資料）

育成への取組（教科指導）
実践事例

2-02

１．指定校等実践事例

各教科で特に大切にしたいコンピテンシー



重視した非認知能力

学校の枠を超える申請型フィールドワーク

「社会」の現場を生徒が自分の足で見に行く

取組のねらい

○フィールドワーク実施の意義を明確にし情報収集を行う
事前・「電話マナー・アポイントメント講座」を実施

・班で実施希望、計画について話し合い
・「校外活動計画書 兼 公欠願」作成→担当の承認を得る
・探究テーマや相手先に関する下調べ、質問内容の精選
・「アポイントメントメモ」を参考に相手先への連絡
→やり取り（オンライン・メール等）の依頼
→フィールドワーク実施の可否、依頼文書の要/不要を確認
※許可が得られなければ別の候補を選定

当日・出発確認
・フィールドワーク実施（挨拶・礼儀・相手への配慮）
・集合写真撮影→帰校時確認

事後・メールや電話等で訪問のお礼
・実施報告

取組の内容

・自分の足で現地に行き、“五感”を使って物事を見る機
会が少ない。学校という枠組を超えた経験をして欲しい。

課題感

工夫のポイント 成果 課題

育成への取組（総合・探究）

Ｐ

Ｐ

ＣＡ

Point Challenge

Ａ

Ｐ

所感・振り返り

実践事例

3-01

判断力

問題解決能力

ねばり強さ

フィールドワークの段取りを全て生徒が行う。基本的に教員が
事前に手を回すことはせず、生徒の相談に応じるようにする。
フィールドワークに参加する生徒は、申請が通れば公欠とする。
相手先の許可が得られず、なかなか訪問先が決定しないことも
あったが、あきらめずにアポイントメントをとる姿が見られた。

フィールドワークの準備、実施、事後の活動までの全てを、自
分達の力で行ったことから得られる達成感や経験は、生徒の視野
を大きく広げた。実施後の探究活動がさらに活発になった。

１．指定校等実践事例

Achievement



生徒が自由に活動できるAgency Day

様々なことに挑戦できる生徒の育成

取組のねらい

Agency Day：生徒が自由に活動できる日（１日）を提供する。
例）探究活動のフィールドワーク、ボランティア 等

・生徒への趣旨説明（１か月前）
※自分に必要な活動等を事前に考えておく。
※過去に他の生徒がどのような活動をしたのかを紹介する。

・生徒が計画を提出する（１週間前）
※生徒の活動を把握するためのみに使用する。

・Agency Day（当日）
※部活動は行わない。

・生徒が活動内容を報告する。
※生徒の活動を知るためのみに使用する。

・事後アンケート実施

取組の内容

探究活動に受け身な生徒が多い。生徒が自分で考えて
自由に取り組む時間がない。

課題感

工夫のポイント 成果 課題

育成への取組（特別活動等）

Ｐ

Ｐ

ＣＡ

Point Challenge

Ａ

Ｐ

所感・振り返り

重視した非認知能力

実践事例

4-01

チャレンジ精神

計画立案力

好奇心

図や写真等

計画と報告は生徒の活動を把握するために行い、変更等の指導
は行わない。
計画と報告の提出は紙媒体が確認しやすい。
１回目より２回目の方が生徒の活動の幅が広がる
探究の自由なフィールドワークの時間が確保される

生徒の活動内容が改善され、成長を実感することができるため、
１年に複数回（２回程度）実施した方がよい。

１．指定校等実践事例

Achievement



生徒主導による校則の見直し

生徒間の働き掛けにより規範意識を高める

取組のねらい

・校則の在り方を見直す（４～６月）
・職員主導から生徒主導にする。
・生徒会、生活委員会に加えて有志を募る。
・生活委員会会議にて今後の方針を協議
・「卒業生として誇れる学校であり続ける為の校則」を
目指して意見交換
↓ 意見：高校生は社会からどのような目で見られて
↓ いるのかを聞いてみたい

企業、大学訪問 ※訪問先は下記リンクから
↓

ルールとして示す言葉、表現の整理
・新ルールの名称をアンケートで募集（11月）

取組の内容

言われたことだけをする生徒が多い。生徒の力でより
よい学校にできることを知って欲しい。

課題感

工夫のポイント 成果 課題

育成への取組（特別活動等）

Ｐ

Ｐ

ＣＡ

Point Challenge

Ａ

Ｐ

所感・振り返り

重視した非認知能力

実践事例

4-02

１．指定校等実践事例

積極性

協働

創造性

生徒会や生活委員会の活動に加えて有志を募った
校内での協議の後に、企業や大学の考えを聞くことで自分達の
取組を客観的に見ることができた
ルールの速やかな定着を期待し、全校生徒から新ルールの名称
を募集した

自分の学校の校則だからといって自由に決めてよいわけではな
く『決定する際の難しさ』や『責任』が伴う。これを知ることが
できるという意味で取組の意義は大きいと感じた。

Achievement



図書委員会による企画・運営のブックフェス

委員会活動の活性化、読書の機会創出

取組のねらい

企画書作成（企画の目的・内容・準備品・広報の仕方を検討）
↓

司書教諭及び文化部との打合せ
↓

企画決定 ※８つの図書委員会発案企画、

↓ ６つの文化部とのコラボ企画案作成

企画ごとのグループで準備
（スケジュール確認、会場レイアウト）
↓ ※中庭を活用

企画実施
＜企画の一例＞
・ブックイズラリー、福BOOK露、吹奏楽部コラボ企画

BOOKでビンゴ、自分だけのしおりを作ろう、邦楽部コラボ企画など

取組の内容

図書室の利用を増やし、読書を楽しんで欲しい。委
員会と部活動でコラボ企画ができないだろうか。

課題感

工夫のポイント 成果 課題

育成への取組（特別活動等）

Ｐ

図書委員会のみの活動に限定せず文化部とコラボ企画を実施。
読書月間としての呼び掛けだけでなく、１カ月間にわたるフェ
スにしたことで、読書の秋、芸術の秋を実感できた。
屋外での読書を提案することで、学校の課題としていた中庭の
活用方法の在り方を示すことができた。

Ｐ

ＣＡ

Point Challenge

Ａ

所感・振り返り

「読書月間なので本を借りましょう」といった働きかけではな
く、様々な企画を提案することで、楽しみながら読書に触れる機
会を創出することができた。

重視した非認知能力

協働

積極性

創造性

実践事例

4-03

１．指定校等実践事例

Ａ

Achievement



アンケートによる生徒の変容把握5-01

アンケートにより取組の成果・課題を知る

取組のねらい

生徒アンケートの実施（４月・12月）
○質問項目（例）
・「現時点であなたの『主体的に学ぶ力』を５段階で評価し

てください」
・「現時点であなたの『ねばり強く取り組む力』を５段階で

評価してください」
・「次の非認知能力のなかで『平均値よりも高い／低い』と

自己評価できるものを選択してください」
選択肢の例：協働力、意欲、自己肯定感、想像力等

・「自分の非認知能力を高めることができていると思う『場
面』を選択してください」
選択肢の例：授業、休み時間、放課後、部活動、学校行事等

アンケート結果を生徒にフィードバック

取組の内容

・今年度の取組を通して、生徒はどのように変化したの
だろうか。

課題感

工夫のポイント 成果 課題

評価（アセスメント）

Ｐ

生徒自身による自己評価を４月、12月の２回集計することで
全体的な傾向を把握した。
自律した学習者に向けて今年度取組を行った成果を実感するこ
とができた。
アンケート結果を生徒にフィードバックすることで、より非認
知能力を意識するようになった。

Ｐ

ＣＡ

Point Achievement Challenge

所感・振り返り

・生徒の実態把握だけでなく取組の成果を実感できたことで、自
律した学習者に向けた学校教育活動全体に自信をもつことができ、
よい方向に見直しが図られていると感じられた。

重視した非認知能力

自己肯定感

主体性

ねばり強さ

実践事例

Ａ

１．指定校等実践事例

Ａ



行動指標による取組の意識化と改善5-02

取組の意識化と改善のために行動指標を活用する。

取組のねらい

○「みんなで目指す生徒の姿」作成

○行動指標の作成→活用
①生徒が自らの行動を点数化→高いところや課題に気付く
②取組前に意識することを決定→取組後に振り返り（記述）
（意識できたこと）人とのつながりを大切にする
（理由）学校行事で一緒に応援することで他学年とのつながり

や勝敗に対する気持ちを共有することができたから

取組の内容

・「みんなで目指す生徒の姿」を生徒・教員がともに意
識できるようにし、行動の変化につなげたい。

課題感

工夫のポイント 成果 課題

評価（アセスメント）

Ｐ

「みんなで目指す生徒の姿」を教育目標とつなげることで、生
徒と教員がともに目指していく方向を確認することができた。
生徒は、振り返りを通してそれまで気付けなかった自分の強み
や課題に気付くことができ、意識したい行動が具体化できた。
意図的に「みんなで目指す生徒の姿」の意識化を図ることで、
徐々に理解が広がり、生徒の中に行動の変化が現れた。

Ｐ

ＣＡ

Point Achievement Challenge

所感・振り返り

・生徒も教員も自分の考えを繰り返し言語化することで、抽象的
な教育目標から具体的な行動指標をつなげることができ、共通理
解や取組の改善が図り易い「みんなで目指す生徒の姿」になった。

重視した非認知能力

自己肯定感

共感力

意志決定力

実践事例

Ａ

１．指定校等実践事例

Ａ

教育目標 「みんなで目指す生徒の姿」

【愛する】
思いや考えを伝え合い、聴き合う生徒
人とのかかわりやつながりを大切にする生徒

【考える】 自らよりよくしようと考える生徒

【行う】 
粘り強くやり抜く生徒
新たなことに挑戦する生徒



アンケートによる評価【評価、義務教育学校準備、指定校２年目】5-03

児童・生徒の変容を見取る

取組のねらい

（義務教育学校 準備段階）

・学校教育目標に対して重点とする項目を設定し、年３回、５段
階による児童・生徒アンケートを実施。

＜学校教育目標＞
自分と向き合う力【じっくり】
項目：自制心／忍耐力／俯瞰力

自分を高める力 【ぐんぐん】
項目：向上心／自尊心／楽観性

他者とつながる力【にこにこ】
項目：敬意・尊重／受容・共感／相互理解

・変容から今後の支援や取組の修正を話し合う。

取組の内容

・指定校事業での取組について、客観的な評価が必要
・児童・生徒の成長の様子を見取る指針が必要

課題感

工夫のポイント 成果 課題

評価（アセスメント）

Ｐ ＣＡ

Point Achievement Challenge

所感・振り返り

重視した非認知能力

実践事例

１．指定校等実践事例

自分を高める力

自分と向き合う力

他者とつながる力

年３回９項目でのアンケートの実施。生徒の負担感を減らす。

学校の取組への一つのデータとしての活用。

Ｐ

Ａ

・学校教育全体として、子どもたちがどのように変容しているか
全体像を確認するためのアンケート。一つ一つの取組についての
評価は難しく、普段は振り返りや見取りを活用している。



アンケートによる評価【評価、義務教育学校準備、指定校２年目】5-03

（参考資料）

評価（アセスメント）
実践事例

１．指定校等実践事例
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